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函孫の手ナビ｡
【そこが知りたい!NPO運営術VOL､1】

ISekenよし!】キリンビール株式会社

Ｉ
ｌｌ

で９
地域に生きる～団塊世代に贈る
ＮＰＯ的生活のすすめ～、

巴0､刀Ｉ

職

国際薬物乱用。
不正取引防止デー

☆

園元気NPO探し隊⑰
⑧ネグロス島支援の会(COCO郷子)(国際）

●淡海の杜の会(環境）

②特定非営利活動法人あさがお(福祉）
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５月｡６月、



Ｉﾈｯﾄﾜーｸの確立､ひいては東南ｱジｱを一つの地域としてとらえるような東南アＩ長浜おやこ劇場
ｗジア研究の促進を目的として､1.東南ｱジｱ語学研修ｽｶﾗー ｼｯブ､2ルイサ･マロ第１１２回例会｢お化けのビヨヨン」

蟻f灘難繍識羅;罵職墓層駕Ｉわれています。
ロ公募期間、９月８０日まで nらせることです｡テストに合格した

織撫撫瞬ﾐﾙ…i雲鶏鵜擬
i鶏sう回,雛‘泣いても毒てもくれ葱い｡どうして？ｌ場所､六角館(長浜六荘公民館）

ロ参加費③2,700円(会員は無料）

i内諦鷲#鰯繍繍譜繍舞蝋駕燕涜撫賞が婦琶懲方地域・
'ﾆﾝﾃｲｱ団体窓ど)個人(実践活動壱携進されている先生研究誉ポﾗﾝi蕊鱒需熱鵜Ｉﾃｨｱの方々)に贈られます。
Ｆ(1)国語･日本語教育部門(2)特別支援教育部門(3)文化教養育成部門(4)教育活性化部門ロ以上｡月９００円の会費で､人と人

I贈呈数⑥4部門の団体個人合わせて25件前後

噸‘撫繍繍撫謹樵灘ｉｆ憲唱
Ｈ・文部科学大臣奨励賞

Ｌへ,､一一=ロ＠受付期間:４月１日(土)～５月３１日(水)(財団着）

支
情
える｡つなぐ･結ぶ
報ＢＯＸ（5.6月）

※このページは1ページと10ページで1つのCONTENTSとなっております｡掲示用としてお使いいただけます｡
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｢猿楽の時代｣と｢闘茶」

侯６月24日(土)､２５日(日）
１１:ＯＯ～１６:ＯＯ

内容●｢猿楽の時代｣の文化と風習
に関する資料を展示します。

６月25日には､当時流行した｢闘茶」
を行います。
場所、株式会社政所園夢京橋店2階ギｬﾗﾘｰ

■
１
日

１
１

!>鴇鵜4:｡｡騨演ｉ
ｌ場所｡滋賀県立しが県罵慧術創造鑓ｌ
:入撰繍需瀧馴円！
８（前売り各100円引き）Ｕ

I出演･指揮宅間司/管弦楽草津ﾁＩ
ロェンバーオーケストラ

Ｅ出会い､対話協働のための様々 な活動が対象となります。
{助成金額③1件あたり2年間で500万円を上限とします。
;応募期間●４月１日(土)~５月20日(土)(消印有効）
ロ(2)東南アジア研究地域交流プログラム(SEASREP）
Ｉ東南ｱジｱ諸国の人文･社会科学分野の研究者間における相互理解の促進､およびロ

Ｉﾈｯﾄﾜーｸの確立､ひいては東南ｱジｱを-つの地域としてとらえるような東南ア１
Wジア研究の促進を目的として､１.東南アジア語学研修スカラーシッブ､２ルイサ･マロ

⑧高取山ふれあい公園
TEL:0749490635/FAX:0749.49.0637

③NPO法人滋賀県難病連絡協議会
TEL:077.582.9246/FAX:077.582.9246ｉ
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木のいきもの展

侯６月３日(土)～６月２２日（木）

内容、いきもの(動物)をテーマにし

た木製作品の展示会です。

見て懐かしい､木のあたたかみの

感じられる作品､約100点を展示し、

森と人の循環型社会をめざします。
会場、多賀町立図書館

⑧NPO法人音楽村事務局(宅間司）
TEL/ＦＡＸ:Ｏ７７－５２６－Ｂ４７７

ｅ－ｍａｉｌ:takuma＠ongakumu｢anet
URL:http://www,ongakumu｢anet/indexhtm

E固みずほ教育福祉財団｢老後を豊かにするボランティア活動資金」
Ｉ

|助成対象⑳地域社会で高齢者のための活動を進めている幅広いポﾗﾝﾃｨｱｸ゙
９ループ(住民参加型在宅福祉サービス団体等を含む)で､次の要件を満たすもの。

、①ボランティア数１０人～50人程度｡②結成以来の活動実績2年以上。
l助成内容､①地域の活動で内容が先駆的かつ他の範となるもの｡②今日の二
ローズに対応死した内容で継続性の高いもの｡③活動の方法に工夫が見られ、

ｉ他に普及したいもの。
Ｉ助成金額③1グループにつき１０万円を限度

1助成団体数．150グﾙー程度を予定申込期限⑬５月81日(必着）

ロ

１愚if撚鑑塵濃~…一ﾛサラリーマン(ウーマン)ボランティア活動助成

i応鍵麓捲｡社会福祉の推進に役立つポﾗﾝﾃｨｱ活動種行っているかまたはiTEuO74…ｍ
n行おうとするサラリーマン(ウーマン)の個人もしくはそのグループ。ｌ

i対誰繍蝋蕊繍噸藻劉懸騰潔誘胤鵜窒｡ﾆー ﾄに

i嚇謹譲蹴鶏駕鴛駕繊職撫恐調
ロ予測できるもの

I⑲財団法人大同生命厚生事業団事務局 Ｉ参加費．500円
ｕ〒550-ＯＯＯ２大阪市西区江戸堀1-2-1

.階；漂拶l講評ドﾊーﾄ繍聞
i蕊:淵刷思w蝋:詰協）JW:Ivdaid｡､life-weI『areprjpemail:thmkatou､yah…i○

笑いのﾜー ｸｼﾖﾂブOtsuI
傍５月21日(日)10:00~17:ＯＯＩ

ｐ

内容③自分をさらに良く知り､自分自Ｐ

身の体の笑いが心の開放となる体験ｉ
場所⑳松の実保育園

大津市高砂町15.8(TEL､077.525.1486）’
対象⑬ｹｱﾘﾝグｸﾗｳﾝに興味をもっている方Ｉ
募集人数③ｓｏ名Ｅ

参加費③,qooo円(昼食代金含む)１
募集期間、３月26日(日)～５月8日(土）、

③ｹｱﾘﾝグｸﾗｳﾝﾄﾝちゃん-座石補子Ｉ
大津市日吉台2.24.12TEL:077.579.3241I
e-mail:fusenton＠nifty・ｃｏｍ

Ｕ
Ｒ

Ｅ
平成1ｓ年度企業｡団体のＢ
社会貢献活動セミナー６

１

傍５月17日(水)15:00~17:15：
Ｂ

内容●企業とＮＰＯの活動についてＥ

の事例報告を通じて､それぞれのＩ
役割をあらためて考え､連携､協働＄

へのきっかけづくりとすることを目Ｉ
的に開催します。

会場⑳滋賀ビル9階鈴鹿の間

（大津市梅林1-3-10）

プログラム●１４:３０～／受付ｐ
１５ＤＯ～１５:１０／開会､オリエンロ
テーション１５:10~17:15/パＩ

難i璽総美密淵Ｉ
ｺーデｨﾈーﾀー探尾昌峰氏(NPOＩ
法人きょうとNPOセンター常務理事･Ｉ
事務局長）

鑑I鯉謹蕊iL騨噌ｉ
成瀬和子氏(ＮＰＯ法人しみんふくヨ
し滋賀常務理事事務局長)青山裕：
史氏(油藤商事(株)専務取締役）３

１７ｓO~19:30/交流会Ｉ

定員．S0名(先憲順/要事菰申込)｜参加費②無料

申込期限⑳５月１０日（水）

(⑳社会福祉法人滋賀県社会福祉協議Ｉ
会地域福祉部ボランティアセンターＩ

担当
〒525-OO72

草津市笠山７－８－１３８
TEL:077-567-3924/FAX:077-567.5160

〒101.0054東京都千代田区神田錦町3丁目22番地TEL:03.3283.6788FAX:03.3233.6325

e-mail:hakuho､foundation＠hakuhodo,ＣＯ.』ｐ
http://www・hakuhodo,ＣＯ､ip/foundation/index・hｔｍｌ
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饗I芸⑧財団法人博報児童教育振

⑬財団法人みずほ教育福祉財団福祉事業部(藤井）
〒100-ＯＯ１１東京都千代田区内幸町1-1-5みずほ銀行本店内
ＴＥＬＯＢ－３５ｇ６－４５Ｂ２/FＡＸＯＢ－Ｂ５ｇ６－４５３１
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イベント情服功成金情報



地域に生きる～団塊世代に贈る

ＮＰＯ的生活のすすめ～

特築 重ｈｍｉＴ坤雄淡海とびつくす●。●●●●●●。●●●●●

ＮＰＯで学ぶ『自分」

人間死ぬまで、現在進行形

印●■●・画鍾｡■●■＠画色 ●②●画｡○○○のロロ●ざ

塑口７年震霊塞罰に詞園鱈鱈謹I‘難戦がに

ロ 訓

蓋票壁看壱自動瞳い雪しよ｛雲讃霊しょ三ｓ

淡海ネットワークセンター

事務局長

浅野令子

※2007年間題：1947～1949年に生まれた団塊の世代が一斉に定年退環することから、

様々な困雌が発生すると予想されている問題。

アンケート：挑帯情報メール発信会社「j2メール」協力
回答者総数154名男性Ｂａ名女性ﾌら名不明１ｓ名
10代…3名２０～30歳…28名３１～40歳…54名
41～50歳…36名５１歳以上…15名不明…18名

なたは ごあいさつ

皇皇

団塊の世代が

活躍するために

一番必要なのは？

a・仲間作り……64.9％

b・情報の提供……20.1％

ｃ・資金援助……３．３％

ｄ･セミナー……２．０％

ｅ・その他……９．７％

世覇

菌
●
‐

豆

期待 」すかまし

●●●①｡、●●●●●●●●●●●●●●●｡｡｡●●●●●

あなたは団塊の世代に

②

期待しますか？

画弓
⑤●●｡｡●｡｡①｡●●●●｡●●●●③●｡①●｡②｡⑥｡

毎

a､はい……５９．７％

b､いいえ……４０．８％

厳しかった冬を忘れさせてくれるかのように「新緑の季

節」へと、湖国もお色直し。この春から新しい生活をスタ

ートさせた方も多いと思います。私もその一人で、この度、

淡海ネットワークセンターの事務局長として就任しました。

どうか、よろしくお願いいたします。

私は10数年間シアトルで、日米文化交流に携わってきま

した。いまでこそ、米国シアトルと言えば、「lCHlRO」の

いるマリナーズがある街と答えられる日本人も少なからず

いると思いますが、私がシアトルへ留学した1980年代は、

シアトルがどこにあるか知らない人も随分多かったので、

私は「lCHIRO」がシアトルに行く前の「beforelCHlRO」

世代と答えています。シアトルはＮＰＯ活動も活発で、日米

文化交流の仕事やボランティア活動を経験し、ＮＰＯが持つ

｢しなやかな感性」や「新しい公」を担うＮＰＯという存在

に感銘を受け、日本帰国後もＮＰＯの研究や活動を続けてき

ました。今や仕事も趣味もＮＰＯといったところです。

２１世紀は「心の時代｣、人それぞれにふさわしいライフ

スタイルを創る時代に入ってきています。これから進むべ

き道筋を積極的に決めていきたい方には、ボランティア活

動やNPOの運営に参加することをお勧めします。多様な価

値観やバックグラウンドを持つ老若男女がテーマ参加型で

集う「場」で、思ってもみなかった刺激やコミュニケーシ

ョンの多様さを体験してください。私は、常々NPO活動は

お茶の間とお茶室の「あいだ」の関係づくりといっていま

す。気持ちはひとつ、親しき仲にも礼儀あり。自分で考え

ることに責任を持つ。ＮＰＯでの多様な交流を通じて、「自

分の型」を見つけてみませんか。

嵐
ａ

【７．８月号のアンケート】
次回７．８月号は「介護保険」をテーマにした巻頭アンケートを実

|嫌i蕊懲熱濡ひ､ｱﾝｹーﾄにご協力ください．

団塊の世代に

担ってほしい役割は？

a･ボランティア……３９．６％

b･ｺﾐｭﾆﾃｨビジﾈｽ……29.9％

c､自治会……１０．１％

ｄ,ＮＰＯ……９．１％

ｅ・その他……１１．３％

圃窒
●｡｡●●●｡｡Ｏ●⑤●●｡●●●●●●●②●｡●●ｅ⑨●

地域活動で

ご
》
望
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⑬

あなたは団塊の世代に期待しますか?地域に生きる～団塊世代に贈るＮＰＯ的生活のすすめ～
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戦
争
激
化

一
九
六
三
／
昭
和
犯
年

▽
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

一
九
六
四
／
昭
和
調
年

守
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
論
東
海
道
新
幹
線
開
業

一
九
六
六
／
昭
和
“
年

マ
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

一
九
六
七
／
昭
和
唖
年

▼
一
一
一
Ｃ
時
代
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
・
ク
ー
ラ
ー
・
車
）

一
九
六
八
／
昭
和
“
年

▼
三
億
円
事
件

一
九
六
九
／
昭
和
“
年

▼
東
大
安
田
講
堂
事
件
、
ア
ポ
ロ
十
一
号
月
面
着
陸

一
九
七
○
／
昭
和
幅
年

▽
大
阪
万
博
開
幕
、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

一
九
七
一
／
昭
和
妬
年

▼
カ
ッ
プ
め
ん
発
売
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
一
号
店
開
店

一
九
七
二
／
昭
和
幻
年

マ
沖
純
返
還
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
開
催

一
九
七
三
／
昭
和
妃
年

寺
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

一
九
七
四
／
昭
和
⑲
年

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
一
号
店
開
店

②プロフィール③

小久保卿Ｓさん
１９４７年１１月生まれ。ＮＰＯ法人

ライフステージ支援ネットワーク

理事。今年１月に|Ｔメーカーを早

期退職。約１０年前に仕事で知り

合った「多文化共生センタ三｣の

影響から市民活動に関わる。

おうみ未来塾第５期卒塾生。

一
九
四
七
年
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
第
一
期
生
が
定
年
を
迎
え
る
二
○
○
七
年
。
大
量
の
企
業
退
職
者
が
地
域
社
会

に
戻
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
関
西
都
市
圏
へ
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
滋
賀
で
は
、
こ
れ
ま

で
地
域
社
会
と
の
接
点
を
持
た
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、
自
ら
の
居
場
所
を
求
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
動
の

場
を
求
め
て
参
加
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
幽
紛
争
の
主
役
と
し
て
、
ま
た
企
業
戦
士
と
し
て
各
年
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
振
り
ま
い
て
き
た
こ
の
世
代
は
、
地

域
や
市
民
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
世
代
に
あ
た
る
お
二
人
に
対
談
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
性
が
働
き
続
け
る

場
は
、
教
員
や
看
護
師
と
い
っ
た
一
部
の
職
種
に
限
ら
れ
て

い
て
、
私
は
教
員
に
な
り
ま
し
た
。
同
級
生
に
は
企
業
戦
士

の
妻
に
な
っ
た
人
が
多
く
て
、
結
婚
退
職
し
て
夫
を
支
え
続

け
て
今
に
至
る
と
い
う
の
が
多
い
で
す
ね
。

小
久
爆
企
業
の
人
は
ム
ラ
意
識
が
強
く
て
、
大
企
業
ほ
ど

ム
ラ
を
作
っ
て
、
そ
の
中
の
人
間
と
し
か
つ
き
あ
わ
な
く
な

り
ま
す
。
彼
ら
に
は
外
で
話
が
で
き
る
人
が
い
な
い
。
以
前

メ
ー
カ
ー
を
退
職
し
ま
し
た
。
月
の
残
業
時
間
が
二
百
時
間

に
も
な
り
、
こ
れ
で
は
き
つ
い
と
開
発
か
ら
は
ず
れ
て
、
関

西
に
や
っ
て
き
て
シ
ス
テ
ム
営
業
、
Ｓ
Ｅ
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。高
題
当
時
は
女
性
は
二
十
五
歳
ま
で
に
結
婚
す
る
と
い
う

の
が
世
間
の
見
方
で
、
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
と
い
う
こ

；線戸

社
会
背
景
年
表
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１

会
社
で
、
同
じ
年
代
の
人
た
ち
と
生
活
設
計
に
つ
い
て
の
研

修
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
退
職
後
は

「
悠
々
自
適
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
会
社
の
枠
か

ら
外
れ
た
ら
目
標
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
は
も
と

も
と
そ
う
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
が
嫌
い
だ
っ
た
し
、
特

に
関
西
に
来
て
か
ら
外
部
と
の
横
の
関
わ
り
が
多
く
な
っ
て

き
た
け
れ
ど
。
十
年
ぐ
ら
い
前
に
仕
事
の
関
係
で
、
多
文
化

共
生
セ
ン
タ
ー
と
い
う
市
民
団
体
と
出
会
っ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
関
わ
っ
た
最
初
で
す
。

高
題
男
性
は
退
職
後
悠
々
自
適
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
生
活
面
の
世
話
を
妻
が
し
て
く

れ
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
妻
の
介
護
と
か

妻
に
先
立
た
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す

よ
。
私
は
五
十
歳
ぐ
ら
い
か
ら
定
年
後
ど
う
す
る
か
な
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
と
に
か
く
数
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ひ
と

く
く
り
に
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
価

値
観
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
し
、
会
社
勤
め
の
人
も
全
て
の
人
が

退
職
後
に
濡
れ
落
ち
葉
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
イ
メ
ー
ジ
で
決
め
つ
け
て
欲
し
く
な
い
で
す
ね
。

一

刃画=＝

１
．

ば
実
感
し
ま
す
か
。

④

一
九
七
五
／
昭
和
印
年

家
庭
用
Ｖ
Ｔ
Ｒ
発
売
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

一
九
七
七
／
昭
和
翠
年

▼
平
均
寿
命
男
女
と
も
世
界
一

一
九
七
八
／
昭
和
銅
年

マ
新
東
京
国
際
空
港
開
港
、
成
田
空
港
占
領
率
件

一
九
七
九
／
昭
和
弘
年

▼
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

一
九
八
○
／
昭
和
弱
年

寺
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

一
九
八
一
／
昭
和
弱
年

宇
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
初
飛
行

一
九
八
三
／
昭
和
記
年

零
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
発
売

一
九
八
五
／
昭
和
釦
年

マ
つ
く
ば
万
博
開
幕

一
九
八
六
／
昭
和
師
年

▽
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
発
売

一
九
八
八
／
昭
和
園
年

幸
ソ
連
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

一
九
八
九
／
平
成
元
年

マ
消
費
税
（
三
％
）
導
入
、
天
安
門
顎
件

一
九
九
○
／
平
成
２
年

▼
東
西
ド
イ
ツ
統
一

一
九
九
一
／
平
成
３
年

▼
湾
岸
戦
争
勃
発

一
九
九
五
／
平
成
７
年

▼
阪
神
淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

一
九
九
七
／
平
成
９
年

▽
香
港
、
中
国
に
返
還

一
九
九
八
／
平
成
ね
年

▼
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
開
催

一
九
九
九
／
平
成
制
年

亨
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
施
行

二
○
○
○
／
平
成
旭
年

▼
介
誕
保
険
制
度
開
始

二
○
○
一
／
平
成
個
年

▼
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

二
○
○
二
／
平
成
拠
年

▼
日
韓
共
催
一
一
○
○
一
一
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
側
伽

小
久
擦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
る
と
、
こ
の
世
代
の
女
性
は
横
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
す
ご
く
自
由
な
発
想
を
す
る

と
感
じ
ま
す
。
自
分
で
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
行
動
す
る
と

い
う
自
立
心
の
強
さ
は
、
女
性
に
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

高
一
題
一
企
業
人
は
縦
型
の
組
織
の
動
か
し
方
に
は
慣
れ
て
い

ま
す
が
、
地
域
社
会
と
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
の
は
違
い
ま
す
の
で
ね
。
こ
ん
な
組
織
は
ダ
メ
だ
よ
、
と

か
、
こ
ん
な
会
議
の
や
り
方
は
非
効
率
だ
と
か
言
っ
て
、
会

社
で
の
や
り
方
を
持
ち
込
ん
で
は
う
ま
く
行
か
な
い
よ
う
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
が
違
う
ん
で
す
ね
。
会

社
で
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
渉
と
い
う
の
は
相
手
を
い

か
に
説
き
伏
せ
る
か
、
こ
ち
ら
の
言
い
分
を
い
か
に
有
利
に

通
す
か
、
と
い
う
交
渉
力
で
す
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
違
い
ま
す
よ
ね
。
自
分
を
立
た
せ
て
、
相
手
も
立

た
せ
て
、
一
見
要
領
が
悪
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、
時
間
を
か
け

て
双
方
が
納
得
し
て
。
た
だ
、
事
業
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
長
け
た
人
材
が
加
わ
る
の
は
助
か
る
と

会
社
で
の
意
識
を
持
ち
込
む
と

市
民
活
動
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と

●プロフィール、

高I珊恵里子さん
1950年１月生まれ。滋賀県立男
女共同参画センター所長。滋賀県

教育委員会職員、公立小学校長を

経て、２００４年から現職。生涯学

習の推進に携わった経験から、生

涯学習と学習成果の活用について

の重要性を感じてはいるが、手話

サークルでの活動以外には、本格

的な地域デビューはこれから。



社
会
に
影
響
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

特集 軸miT直津空淡海とびつくす

で
消
せ
る
人
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違
い
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
ね
。
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あなたは団塊の世代に期待しますか？地域に生きる～団塊世代に贈るＮＰＯ的生活のすすめ～

思
い
ま
す
。

小
塾
探
企
業
で
役
職
が
つ
く
と
、
自
分
で
企
画
を
作
ら
な

く
な
り
ま
す
。
若
い
人
が
考
え
た
も
の
を
チ
エ
ッ
ク
す
る
ぐ

ら
い
だ
か
ら
、
自
分
で
資
料
さ
え
作
れ
な
い
。
肩
書
き
を
外

さ
れ
る
と
全
然
使
え
な
い
と
い
う
人
が
多
い
の
で
、
企
業
か

ら
出
て
き
た
人
は
再
教
育
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
企
業

人
は
誰
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
会
社
の
意
識
を
身
に
つ
け
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
な
か
な
か
消
せ
な
い
人
と
一
年
ぐ
ら
い

、

小
皇
隠
大
量
生
産
大
量
消
費
の
担
い
手
と
し
て
、
現
代
社

会
の
悪
い
面
を
つ
く
っ
て
き
た
の
は
団
塊
の
世
代
だ
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
ガ
ン
ガ
ン
言
っ
て
突
き

進
む
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
一
ク
ラ
ス
五
十
人
、
一
学
年

で
十
五
組
と
か
二
十
組
と
か
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

状
況
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
自
分
で
何
と
か
し
な
き
ゃ
と
い

う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
強
か
っ
た
。

高
麗
自
分
た
ち
は
意
識
し
な
く
て
も
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
相
ま
っ
て
社
会
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
ね
。

半
熟
標
た
だ
、
今
度
地
域
に
還
る
と
き
は
バ
ラ
バ
ラ
に
生

活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
社
会
に
さ
ほ
ど
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

小
異
侭
年
金
も
減
額
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
悠
々
自
適
な
ん

て
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
民
活
動
に
参
加
す
る
に
し
て
も

メ
、
何
度
で
も
挑
戦
し
た
ら
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
「
い
つ

で
も
何
度
で
も
」
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
し
、

皆
さ
ん
も
そ
う
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

「
団
塊
の
世
代
」
が
地
域
に
還
っ
て
く
る
こ
と
で

最
後
に
同
世
代
の
人
た
ち
に
対
し
て

趣
味
の
範
囲
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

余
裕
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
事
業
性
を

持
っ
た
市
民
活
動
を
作
り
出
せ
る
の
が

わ
れ
わ
れ
の
世
代
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

高
函
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
男
性
の
グ
ル

ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
以
外
に
地
域

の
活
動
も
大
事
に
し
た
い
と
、
仕
事
の

時
の
ス
タ
ン
ス
と
活
動
を
し
っ
か
り
区

切
っ
て
お
ら
れ
る
。
肩
書
き
を
脱
ぎ
捨

て
て
、
駐
車
場
係
で
も
何
で
も
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
女
性
も
子
育
て
が
終
わ

っ
た
後
、
ま
だ
二
十
年
あ
り
ま
す
。
自

分
は
ま
だ
小
久
保
さ
ん
の
よ
う
に
今
後

の
具
体
的
な
道
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

の
で
す
け
れ
ど
。
「
も
う
年
だ
か
ら
」

と
自
分
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
ら
ダ



（
「
被
保
険
者
賞
与
支
払
届
」
）
。
賞
与
に
対

［
回
答
］

法
人
格
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
、
正
規

職
員
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
と
社
会
保
険
の

「
適
用
事
業
所
」
に
な
り
ま
す
。
任
意
団
体

の
場
合
で
も
常
時
五
人
以
上
の
正
規
職
員
を

雇
用
す
る
場
合
は
、
「
適
用
事
業
所
」
に
な

り
、
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

険
・
介
護
保
険
）
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

適
用
事
業
所
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

「
事
業
所
新
規
適
用
届
」
と
雇
用
す
る
全
職

員
の
「
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
等
を
社
会

保
険
事
務
所
（
大
津
・
草
津
・
彦
根
）
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
と
き
「
職
員
の
年
金
手
帳
」
、

「
法
人
の
登
記
簿
謄
本
」
ま
た
は
「
事
業
主

の
住
民
票
」
、
「
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労

働
保
険
）
関
係
書
類
」
、
「
労
働
者
名
簿
」
、

「
出
勤
簿
」
、
「
賃
金
台
帳
」
な
ど
が
窓
口
で

必
要
で
す
。

こ
の
手
続
を
行
う
と
、
毎
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
て

に
保
険
料
の
納
付
害
が
届
き
ま
す
の
で
、
こ

（
三
言
芸
言
ミ
．
の
国
・
ロ
ｏ
・
亘
ヨ
ロ
の
×
・
三
ョ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

妙が知り々ﾉ／
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れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
職
員
が
折
半
し
て
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
月
給
十
五
万
円
（
通
勤
費

も
含
む
）
の
職
員
で
支
払
額
は
毎
月
約
一
万

八
千
円
ず
つ
に
な
り
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ

て
も
、
正
規
職
員
に
比
べ
た
労
働
日
数
や
時

間
が
四
分
の
三
以
上
あ
る
な
ら
ば
社
会
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
収
が
百
三
十
万
円
以

下
で
他
の
家
族
の
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る

場
合
で
も
、
適
用
条
件
を
満
た
す
場
合
は
自

分
で
社
会
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
職
員
採
用
の
た
び
に
「
被
保
険

者
資
格
取
得
届
」
、
扶
養
家
族
が
あ
る
人
は

「
被
扶
養
者
届
」
を
、
加
入
職
員
が
退
職
す

る
と
き
に
は
「
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
」
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
提
出
し
ま
す
。

ま
た
、
「
適
用
事
業
所
」
は
、
毎
年
七
月

一
日
現
在
で
在
籍
す
る
被
保
険
者
全
員
に
つ

い
て
、
過
去
三
か
月
間
の
報
酬
額
を
社
会
保

払
っ
た
と
き
に
は
、
賞
与
額
を
報
告
し
ま
す

市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ツ
ボ
怖
報

詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

都
度
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
て
も
、
後
日
保
険
料
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

届
」
）
し
ま
す
し
、
加
入
職
員
に
賞
与
を
支

険
事
務
所
に
報
告
（
「
報
酬
月
額
算
定
基
礎

た
申
請
の
こ
と
。
窓
口
に
出
向
か
な
く
て
よ

は
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

の
代
表
者
に
変
更
が
あ
る
と
き
な
ど
、
そ
の

［
質
問
］

Ｎ
Ｐ
画
で
パ
ー
ト
夢
イ
マ
ー
巷
雇
う
馨
含
軍

社
会
程
暖
に
己
豚
て
撞
麺
室
う
念
届
け
当
一
海

墓
喜
で
し
雲
曇
か
。

381<ellよし

い
）
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
職
員
の
氏
名
や
住
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

こ
れ
ら
の
諸
手
続
に
つ
い
て
は
、
現
在
で

か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く

孫
の
手
ナ
ビ

②淡海ネットワークセン ターでは、ＮＰＯの会計・労務・税務について質問を受け付けています。詳しくは、９ページをご覧ください。

TELO749時48-1211FAX・O749-48-1659

http:"WWW,kirin,ＣＯ‘ip/about/breweIy/IacI0MSigaノ

頚
壌
ス
ロ
ー
詞
ン
『
冒
霧
雪
入
も
う
燕
し
い

弱
冒
巻
。
』
を
冒
指
し
。
求
源
鋤
霧
喫
琴
く
り

雫
ゴ
ミ
ゼ
国
運
鰯
、
芸
術
重
篭
活
動
謹
墓
に

圭
署
勤
謹
婁
確
陰
軍
り
題
皐
で
い
ま
｛
亀

滋
賀
工
場
は
一
九
九
一
年
に
環
境
室
を
設

置
。
一
九
九
五
年
に
副
産
物
・
廃
棄
物
の

百
％
再
資
源
化
を
達
成
し
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を

推
進
し
、
一
九
九
八
年
に
ｌ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
に

全
国
十
一
工
場
で
ビ
ー
ル
の
重
要
な
原
料
で

あ
る
水
を
守
る
活
動
と
し
て
「
水
源
の
森
づ

く
り
」
を
開
始
し
、
二
○
○
四
年
に
は
多
賀

手製ごI生ルf瀕一
葱賀垂鴇駕鴬誓華室

●④●●●●●●｡｡●●｡●●●■

企業の社会貢献や

市民･行政との

協働etc・をご紹介

｡

町
の
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
（
大
滝
山
林
組

合
）
で
地
元
小
学
生
と
共
に
苗
木
五
百
本
の

植
林
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
年
に
施
行
さ
れ
た
「
琵
琶
湖
森
林
づ
く

り
条
例
」
の
基
本
理
念
に
則
り
、
県
や
森
林

所
有
者
と
事
業
者
が
共
同
で
行
う
活
動
の
第

一
号
と
し
て
、
一
一
○
○
五
年
に
大
滝
山
林
組

合
と
「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
」
を
締
結
。
犬
上
川
上
流
の
約
八
一
一
○
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
域
の
森
林
づ
く
り
の
た
め

に
、
十
年
間
に
わ
た
り
三
千
万
円
の
支
援
金

を
提
供
し
ま
し
た
。

近
畿
一
円
の
市
民
に
森
林
保
全
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
滋
賀
県
湖
東
地
域
振

興
局
森
林
整
備
課
と
協
働
で
環
境
体
験
ツ
ア

ー
を
実
施
（
六
月
開
催
予
定
）
。
小
中
学
生

の
工
場
見
学
の
受
入
れ
で
は
、
環
境
ク
イ
ズ

や
環
境
ビ
デ
オ
で
わ
か
り
や
す
い
環
境
学
習

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
、
犬
上
川
や
芹

川
周
辺
の
環
境
美
化
活
動
や
福
祉

施
設
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に

書

参
加
し
て
い
ま
す
。

定協

芸
術
文
化
活
動
分
野
で
は
、
三

Ｊナ
月
に
「
ビ
ー
ル
五
千
年
の
旅
」
プ

ト

ロ
ジ
エ
ク
ト
で
日
本
初
の
川
本
幸

パリ

民
（
一
二
田
出
身
の
蘭
学
者
）
の
ビ

くづ林
ｌ
ル
を
再
現
し
試
飲
会
を
開
催
。

森
勤
割
続
五
月
～
七
月
に
は
「
ア
ジ
ア
の
子

ん
鹿
軍
ど
も
た
ち
の
絵
日
記
展
」
を
開
催

さ
た
林

誌
握
樗
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
数
回
開
催

認
娠
壁
す
る
ガ
ー
デ
ー
ー
ン
グ
教
室
や
陶
芸

榊
岬
錘
》
教
室
な
ど
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

醗
鑑
恥
醸
す
。



学

生さんの生活記録

法た定謹そな不ん能知うと）ｌ保て
高人利非しれい利・力的しのビ険六介
齢で用営、もこ益こが障かでスは年護
者す者利支あとなう十害しすを、に保

蓋。鯛§蝿義児雲捨藩i・選利な険
え利法のす悪で方な神用択用り制
畠雲全蔑占喜鞭芳曇富美毒灘
題にさ年の法てとがなな約介・始
は取が後よのもつ少どかす謹介ま
複りお見う被よてなのにるサ護つ

講 蕊灘総

⑰

⑳所長の尾崎史さん

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
さ
が
お

①
、
ｚ
天

ネ
グ
ロ
ス
島
は
、
リ
ゾ
ー
ト
地
で
有
名
な

セ
ブ
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
日

本
の
負
の
遺
産
を
肌
で
感
じ
た
大
津
市
の
宮

里
三
義
さ
ん
が
、
現
地
の
人
の
支
援
を
目
的

に
ネ
グ
ロ
ス
島
に
移
住
し
た
こ
と
が
き
っ
か

洲
脈
鮒
紬
睦
鮒
や
椛
始
賑
耐
時
硝
締
馴
職

を
迎
え
た
元
日
本
軍
兵
士
で
し
た
。
そ
雛

の
経
験
か
ら
戦
争
時
に
日
本
が
ア
ジ
ア
罰

諸
国
に
か
け
た
迷
惑
を
償
い
た
い
、
と
‐
恥

宮
里
さ
ん
を
支
え
る
活
動
を
始

鴎
譜
叱

仙
川
帥
即
吋
鮮
矧
伽
蛸
細
伽
湖
屋
ｊ
腰

州
吋
凄
嘘
雑
謹
札
雌
「
慰

刈
愉
崎
城
乱
灰
叩
荊
肘
＃
胴
郷
一
瞬

が
学
用
品
や
通
学
時
の
必
要
品
惇
輔

瀞
互
い
に
顔
面
見
え
署
間
繰
壱

犬
切
に
し
鍵
海
判
蕃
一
援
活
動

ネ
グ
ロ
ス
島
支
援
の
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
棚
子
）

⑤会員の小畑さん（後列左)、田島
さん（前列左)、牛島さん（前列
右)、中西さん（後列右）

⑧聖愛幼稚園保誕者のガレ
ージセールの機子

③奨学支援を受けている

蕊
年
後
見
制
度
に
鰹
、

謹
曇
ど
多
く
⑲
童
え
手
が
必
要
で
す

多
い
こ
と
か
ら
、
直
接
に
当
事
者
と
出
会
っ

Ⅲ

鮒鯉園自提撰て豊、司知然淡
びをイ会寺あ・催やてし、びのる自弓

溌難溌
塞鍾識'1蕊

三
蒔
寺
鋤
老
麦
木
を

元
気
に
歌
暑
活
動
が
始
雲
邸
毒
し
た

い
る
。
落
ち
葉
を
清
掃
し
て
し
ま
う
の
で
、

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
日
夜
襟
闘
し
て
い
る

元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。



り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

松
川
達
也
）

お
金
で
は
な
く
、
市
民
が
白

お
金
な
の
で
す
。
会
の
設

立
目
的
で
あ
る
「
日
比
親

善
の
架
け
橋
」
と
い
う
言

葉
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

脈
郁
枝
）

の
現
地
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
こ
れ
ま
で
に

四
十
名
が
経
験
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
書
き
な
ど
、
本

当
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
会
報
も
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
学
び
の
場
と
な

る
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が

現
地
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
現
地

の
若
者
に
運
営
を
任
せ
る
方
向
で
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
戦
争
と
い
う
悲
し
い
過
去

は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ネ
グ
ロ
ス
島
支
援
の
会
の
地
道
な
活
動
は
、

そ
の
傷
跡
を
い
や
す
か
の
よ
う
に
新
し
い
世

代
を
育
て
て
い
ま
す
。
不
幸
な
関
係
で
あ
っ

た
一
一
つ
の
国
の
間
に
新
し
く
良
い
縁
を
結
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
は
国
が
ボ
ン
と
寄
付
す
る

お
金
で
は
な
く
、
市
民
が
自
発
的
に
出
し
た

な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
。
た
だ
お
金
を
送
っ
て
お
し

ま
い
で
は
な
く
、
宮
里
さ
ん
が

各
家
庭
を
訪
問
し
な
が
ら
何
が

そ
の
子
に
一
番
必
要
か
を
考
え

て
支
援
し
、
し
っ
か
り
し
た
考

え
方
を
持
て
る
よ
う
に
見
守
る

の
で
す
。
ま
た
、
お
互
い
に
顔

が
見
え
る
関
係
を
大
切
に
さ
れ

て
い
て
、
高
校
生
を
含
む
会
員

ま
す
。
「
介
護
保
険
利
用
者
は
全

し
て
い
ま
す
ｃ
適
切
な
後
見
人
が

、会設立10周年を記念して、ネグロス島の青年
２名を日本に招待（右端が宮里三菱さん）

識ネグロス島支援の会（COCO郷子）
代表③太田朗設立③1995年会員③6団体、181名（個人会員）
辿絶先⑨大知市中央3-330ＴＥＬ：077-523-0558／FAX：077-523-6338

②代表の太田朗さん（右）
メンバーの川崎松男さん（左）

っ
て
い
ま
す
。

7Ｊ

分
解
さ
れ
て
、
そ
の
栄
養
が
樹
木
に
吸
収
さ

れ
る
よ
う
に
落
ち
葉
を
敷
き
詰
め
ま
す
。
木

の
自
然
回
復
力
を
信
じ
て
、
何
十
年
も
か
け

た
息
の
長
い
取
り
組
み
で
す
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
っ

た
田
島
卓
明
さ
ん
が
「
と
り
あ
え
ず
、
西
洋

文
明
か
ら
は
脱
却
せ
ん
と
ね
」
と
語
る
と
、

郷
土
を
見
直
し
た
い
と
参
加
し
て
い
る
小
畑

光
世
さ
ん
は
「
杜
を
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
自

然
界
の
不
思
議
を
感
じ
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
、
シ
イ
の

木
を
延
ら
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
細
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
禰
川
悠
子
）

の
大
木
を
元
気
に
す
る
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
・

踏
ま
れ
て
固
く
な
っ
た
根

の
周
り
を
や
わ
ら
か
く
掘

り
返
し
、
踏
み
固
め
ら
れ

な
い
よ
う
に
根
の
周
り
を

保
護
し
ま
す
。
落
ち
葉
が

と
同
じ
で
、
森
へ
の

ま
ち
が
っ
た
関
わ
り

方
が
自
然
の
生
命
力

を
奪
う
の
で
す
」
と
、

話
し
ま
す
。

同
会
は
、
寺
院
の

理
解
を
得
て
、
シ
イ

栄
養
が
と
れ
な
い
。
人
間
が
踏
み
固
め
た
地

面
は
固
く
て
苦
し
い
。
絶
食
状
態
で
し
た
」
。

事
務
局
の
中
西
み
ど
り
さ
ん
は
「
老
木
や

若
い
木
、
落
ち
葉
、
草
が
あ
っ
て
こ
そ
元
気

な
森
に
な
り
ま
す
。
人
も
過
干
渉
や
過
保
護

が
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
そ
い
で
し
ま
う
の

所
長
の
尾
崎
史
さ
ん
は
言
い

＠年4回発行のニュースレター「あさがお」

、ピアザ淡海で開催したセミナー「生活を
支える権利擁護」の様子

⑰鎮守の森を訪ね、木に触れて観察する会員のみなさん

淡海の杜の会
会長⑤森川稔設立⑤2004年5月会員③37名
連絡先③大津市三井寺町2-33TEL/FAX：077-522-9568

●三井寺境内広場のシイの老大木
木部が腐敗し、空洞が開いている

⑬
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◎第２金曜日【講座テーマ】
ＮＰＯ法人設立の手続きについて

・ＮＰＯ法人とは何か

・法人化のメリット．デメリット

・自分たちの活動に法人格は必要か
・法人設立のための準備・手続き

○画邑画●画○口⑥ロ⑨画画鍾●○○○○○○○｡｡｡｡｡｡■
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NPO・市民活動団体．ボランテ

ィア団体の皆さんの会計・税
務・労務の疑問にお答えします。

おうみ市民活動屋台村2006
実行委員募集

NPOミニ講座のお知らせ

君
『足 Ｌ 上

一
』
一

宮
』

ＮＰＯの設立・運営についての講座を毎月第

２、第４金曜日に開催します。ＮＰＯ法人の設
立を考えている方、団体の運営について分か
らない点のある方は、ぜひご参加ください。

淡海ネットワークセンターでは、市民が自主

的に取り組むまちづくりやNPOの活動に対する

理解を深め、活動への参加の輪を広げるために

｢おうみ市民活動屋台村2006」を開催します。

この“屋台村”の開催は、まちづくりや市民
活動、ＮＰＯに関心のある皆さんとともに一緒に
つくりあげていこうと、実行委員会により企

画・運営を進めていくことにしました。

この実行委員会のメンバーを次のとおり募集
します。ふるってご応募ください。

●募集人員／30名程度
●応募期限／2006年５月２０日（土）

お聞きになりたいことをFAXかEメールでお

知らせください。淡海ネットワークセンター

を通じて､専門家(税理士・社会保険労務士）
がお答えします。

●会計／日々の仕訳記帳、財務諸表の作成、

会計科目など

●税務／所得税、法人税、消費税、源泉所得
税など
●労務／労災保険、雇用保険、健康保険、厚

生年金保険、休業補償、就業規則、賃金、
退職金、台帳整備など
◆相談の手順／お聞きになりたいことを
FAXかEメールでお知らせください。

[記入すること］氏名／連絡先電話番号／所
属するＮＰＯの名称／FAX番号またはEメ
ールアドレス／質問したいこと

[送付先］淡海ネットワークセンター
ＦＡＸ：Ｏ７７－５２４－８４４２

ｅ－ｍａｉｌｏｈｍｉ－ｎｅｔ＠ｍx・biwanejp

今開催日時／毎月第２・第４金曜日

１４:ＯＯ～１５:ＯＯ

＜５月･６月の開講日＞

５/１２．５/２６．６/９．６/２３

今開催場所／

淡海ネットワークセンター事務室

（ピアザ淡海2階）
●内容／

・ガイダンス

・制度・手続き

（参加される方のご希望に合わせます）
・質疑、相談など

Ｑ1.あなたは、誰に介護してほしいですか？

ａ配偶者ｂ､子ｃ,施設ｄ､その他

Q2､現在の介護保険についてどう思いますか？
ａ安心ｂ､不安ｃ､考えたことがない

QB・高齢社会に一番必要なのは？
ａ公的サービスｂ,民間サービスｃ・地域の支え合い

おうみ市民活動屋台村の開催予定

とき：2006年10月28日(土）‘１０月29日（日）
ところ：高島市内（実行委員会で決めます）

●役割／催しの企画づくり・開催の準備と

運営のうち、あなたができること
◆実行委員会日程／実行委員会は６月から
１０月まで7回程度開催します。
（平日の午後7時30分頃から２時間程度）

おうみ未来塾に参加したころ、わたしはまだ学砿でした。その後、

教典、m11j:年海外協力隊のモロッコ派巡を総て、また滋劉県に灰って

きました。

今、「111隙教育研究会GlocallletShiga」で111際教育ワークショッ

プを開いたり、学校や各種団体でわたしたちの生活は11t界につなが

っていること、３万人の外側人の住む滋劉県の現状などを伝えてい

●おうみ未来塾第８期の入塾式と、日高敏隆

塾長による記念講義（一般公開）を行いま
す(詳細は後日ホームページにてお知らせ）
◆講師／日高敏隆氏
（総合地球環境学研究所長）

◆日時／６月１１日（日）午後
●会場／県民交流センター207会議室
（大津市におの浜'一'-20ピアザ淡海2階）

竜
「

アンケートにご''11答いただける方は、ヤl；

別・年齢をご肥人の上、ハガキ、ファック

スまたは砿ｆメールで淡海ネットワークセ

ンターまでご送付ください。住所・氏希を

ご記入いただいた方には抽選で籾,WIをプレ
ゼントいたします。

レアンケート締切：５月末日
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第１回実行委員会
とき：2006年６月６日（火）１９：３０～
ところ：高島地域地場産業振興センター
(高島市新旭､旭1.10.1ＪR湖西綴新旭駅から徒歩1分）

おうみ未来塾

第B期開講記念講義(一般公開）
のお知らせ．

◎第４金曜日【講座テーマ】

ＮＰＯの組織運営について

・理事会・総会の運営
・会計について
・事業報告書の作成について

辰

●交通費等：実行委員会議に出席するための

交通費（実費）をお支払いします。

●応募方法：氏名、所属、住所、電話、ファッ
クス、Ｅメールアドレス、応募にあたっての

抱負（100字程度）を記入の上、Ｅメール、
郵送、ファックスにより送付してください。
※応募にあたりお知らせいただく個人情報は、
当事業開催の目的のみに使用します。

③淡海ネットワークセンター

ます。楽しみは小学生が外圃に触れた感動を体感できること！

市腿活動で活躍する先誰ばかりの１期生でわたしが選んだテーマ

は「バリアフリー｣。たくさんのことを教えていただいた２年間でし

た。今後も各分野の方々 と協伽しながらIIi民活肋を尚めていけたら、

と老えています。

※参加費無料。事前申込みは不要です。

※案内役は、淡海ネットワークセンターの
スタッフが務めます。

⑬淡海ネットワークセンター

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す人が集う

塾で、現在7期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾し、各地

で「地域プロデューサー」として活躍しています。

RelqyEssqy （Ｍ４ｊ

目指すは「心のバリアフリー」｡おうみ末来塾生
リレーエッセイ

［１期生］

岡佑上Ｉ４子さん
GIocalnetShiga蛎務局

畳毛モーーォ矛 Ｆ

'２７．８月号の特集ｱンケート テーマ：介護保険
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＞７月･８月の掲示板'情報募集中１日時･場所･問合せ先等を明記の上､６月8日までにEﾒー ﾙ､FAxまたは郵便でｾﾝﾀー までお寄せください。

助成金情報

蹄不職性鯛脚…複雑…｣|蝿Yii‘，箸／サイモン･レヴィン訳／重定南奈子､高須夫悟

文一総合出版2,800円十税

サブタイトルどおり数理モデルを用いずに様々 な比峨を取り上げて､時には深く､術潔に話を展開

している｡著者は､地球規棋での環境問題という大きな命題を､個体もしくは巡伝子レベルで働く"選

択"によって集剛ないし生物圏までの下位から上位のパターン形成とその変化が生まれると説明す

る｡人類は､地球上のエコシステムの一貝としてはI〔火な影響力を持っているため､ｎらの行動の選

択によって引き起こす状況に対して､責任とコスト負担を覚悟しなくてはいけないという主張が底流

に読める｡おうみ未来熟難艇の日高敏隆さんのおすすめ木です。

｜,｜誹議

湖づくり活動の助成団体募集

'内容●NPOや市民団体.グﾙー等が行う琵琶湖の保全につながる活動を広くｌ
募集し､優れた活動を支援します(活動例山:広葉樹の植樹／川:生き物調Ｉ

ｉ査と環境学習/里:農業排水路への魚道整備/湖:外来魚の駆除ﾖｼの植栽)ｉ
I助成額｡,団体につき上限,o万円(計,oo団体程度）
､応募締切・第１次:４月21日(金)第２次:６月23日(金)第3次:８月25日（金）！
i⑧繊賀県全圏豊かなうみつくり大葬億雲UTEL:077-528-3883FAX:077.528.4899http:"wwlIw.p｢efshigajp/g/umizuku｢i/Ｉ

ｐ

Ｉﾄﾖﾀ財団｢研究助成プﾛグﾗﾑ」 １

１(')研究助成
！「くらしといのちの豊かさをもとめて｣を基本ﾃーﾏに公募いたします。１
１助成金額●1件当たりa000万円(2年間)を上限とする
Ｉ助成期間●2006年１１月１日より1年間または2年間

i公募期間●４月１日(土)~５月20日(土）
０(2)アジア周縁部における伝統文書の保存､集成､解題(特定課題）

ｉ鰯撫撫蕊:制覇)謹駕撫霞謡:ｉ
’です｡地元に根ざした人々と外部専門家の混成部隊による企画を歓迎いたします。１
１助成金額⑤1件当たり500万円を上限とする
Ｉ助成期間⑳２００６年１１月１日より1年間

1公募期間⑬４月１日(±)~５月20日(土）
３(3)助成金が活きるとは(特定課題）

ｉ駕篭繍繍驚罷撫難織麓繍議ｉ
ｉのものさしがあるのではないか､という課題に､｢金(助成金)が活きる｣とはという撹角から迫る企Ｉ
Ｈ画に助成を行います｡助成予定舗額は',000万円です｡専門研究者と､地蔵金霞の実謹叢者､公Ｉ
：的な助成金あるいは民間助成金の実務担当者などの共同ﾁーﾑによる企画を歓迎いたします。ｉ

１

Ｉ助成金額●1件当たり500万円を上限とする
Ⅱ助成期間．2006年１１月１日より1年間
Ｋ公募期間⑳４月１日(土)～５月２０日(土）

I⑧財団法人ﾄﾖﾀ財団

|淵;:総雲繍W§繍癌濡柵:↑.J棚漁淵Ｉ
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市民青少年交流助成

申請資格･日本国内の非営利団体であって､市民ﾚべﾙ地域ﾚべﾙの文化分１
野における活動に従事するもの(規約等により組織･責任体制が確立されて

、
おり､代表者あるいは管理人の定めがあるものを含みます｡）．

助成対象事業●市民青少年が事業の企画実施主体となり.2006年４月,日’
三型7篭E翌'1ﾖp間lE誕釘菖強与遍?三空梨ﾏ'轡､Ｉ
国際交流事業であって､以下の(1)又は(2)に該当するものを対象とします。Ｕ
対話･協働によるものを奨励します｡(1)文化分野における市民･青少年レｄ

ベルの国際相互理解の促進を目的として､日本国内又は海外で実施されるＩ
もの。(2)市民青少年交流の担い手の拡充と､ネットワークの構築による－１１

１層の交流発展につながるもの。

助成内容、事業参加者の国際航空賃(IATAペックスクラスを上限とします｡)。Ｕ
国際船賃(居住地今事業実施地往復)及び滞在費を対象として助成します。Ｉ
助成上限額、200万円ｌ
申請締切、６月１日(第２回募集／2006年９月～２００７年３月実施分）Ｉ

｢博士の愛した数式｣５月９日(火)～１４日（日）

｢好きだ､ｊ５月９日(火)～１４日（日）

｢あおげば尊し｣５月９日(火)～２１日（日）

1．イノセント･ボイス１巳歳の戦場』５月１６日(火)～
｢リトルランナー｣５月１６日(火)～

｢かもめ食堂｣５月23日(火)～

◆リクエスト受付中！
上醸してほしい作品名と住所､氏名､電話番号を配入の上､八ガキ､ﾌｧｯｸｽ､また
は温子メールで淡海ネットワークセンターまでお送りください。

･琶回入髄制１６:OO以降の回1,200円均一サービス
･料金は作品によって異なりますTEL:０７７．５２２．６１９１
‘麺通水躍日1‘000円均一サービス滋賀会的シネマホール
･毎週木･金睡日の初回＆

滋賀会館シネマホール５･６月の上映予定

③国際交流基金情報ｾﾝﾀｰ
TEL:Ｏ３－５５６２－３５３ＢＦＡＸ:ＯＳ－５５６２－３５８４

http://www､jpf､go､jp/j/index､hｔｍｌ

また憾精定非営利活鋤法人に準ずる回体(特定非富利法人法別表に掲げる;第２９回｢24晴間ﾃﾚビ｣福祉車両の寄贈活動を行う団体)で､かつ市に登録した団体とします。

申請受瞬闘●篇朔4即日(土)~5肩31日(水)篇2洲０月旧旧)-,月30日(木)i繍漂鯉鰯繍鴨駕¥車し込みを受け付けており言説助成金額③第１期:総額25万円第２期:総額25万円

⑧｢24時間ﾃﾚビ｣チャリティー委員会事務局
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大津市まちづくりパワーアップ事業｢活動支援事業」

内容、市民団体等が取り組む公益性､広域性のある､まちづくり活動を支援します。

対象団体、まちづくり活動を行う概ね10人以上の市民団体で規約等を定めていること。

支援内容、まちづくり活動に必要と認める経費を補助します｡(団体運営経費、

食料費､備品購入鍵等は対象外）
・補助率／3分の2以下・補助額／1事業100万円以下
募集期間③４月１０日(月)～５月１９日(金）

http://www､biwanejp/~hea応l／

(⑳大津市企直雨整課TEL:O77-52B-2701FAX:O77-523-O460
e-mail:otsulOO1＠city・otsu､Igjｐhttp://www､city､otsu,shigaip／

〒105-7444東京都港区東新橋1-6-1日本テレビ内

TEL:Ｏ3-6215-300Ｂhttp://www・ntv,cojp/２４h/index・hｔｍｌ

大津市まちづくりパワーアッブ事業｢夢実現事業」ｄ

内容⑬まちの活性化の起爆剤となる新しい企画提案を募集､審査し､優れた企画の実現を支援します｡ｑ

撫:麓灘繍難i繍駕蕊蕊鯉皇Ｉ
施するものがあります.市は対象経費の額の範囲内で補助します｡原則と；
して､１００万円以上300万円以下です。

Ｉ住宅関連環境行動助成事業‘募集期間、４月１０日(月)～５月１９日（金）
ｑ

l盾I)大津市まちづくり政策課TEL:O77-528-2770

…i'…････'……"……臆"･'i:霊灘篭鍵瀧灘瀞鵜蕊！
＃⑧社団法人住宅生函体連合会助成事業顎務篇‘ロ近江八幡市｢ＮＰＯ活動促進事業助成金」
ロ〒105-OOO1東京都港区虎ノ門1-6-6晩翠軒ビル4階Ｉ

内容・近江ﾉ帽市におけるNPO活動を促進するため矛算の範囲内で助成金を交付するものです｡iTEじ03-3592.6441FAX:０３-3592-6464http://wwwjudanrenprjp/ｉ
①団体立ち上げ支援②事業支援§
助成対象③近江八幡市内に事務所又は活動の拠点を置く特定非営利活動法人､：－，
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伝言板に掲戦できなかった情報は､センターのホームページに掲載しています｡URL●http:"www・biwa､nejp/bhmi-net／

⑰
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⑧財団法人八-ﾄﾗﾝド#誰財団事務局〒523.0864近江八幅市為心町元9劃(白雲館内）
TEL:Ｏ７４８－３３－５５１０ＦＡＸ:Ｏ７４Ｂ－Ｂ３－５Ｂｇ７
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コミュニティカフェBe-cafe
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|」 ＢＣ,CafeはNPO法人ぴいめ～る企IIIli

塞が“誰もが気持ちよく過ごせる空

間”を作ろうと、200‘1年１１｝lにオー

プン。培煎したての豆を注文ごとに

挽いてたてるコーヒー（25011J)、ｌ・

殺米のランチプレート（50()Iﾘ)、ワ

ンデイパテイシエたちの11件わりパ

ン・ケーキ（１００円～）など女性なら
ではのアイデアとエンパワーメン１，

を生かしたメニューが揃っています。

また手作り品の販売や柵座、イベン

トなどもあり、人・モノ・Ｗｉ報が災

まるコミュニティとして今後の脳MH

が楽しみな空間です。

こどもの日

児童憲章制定記念日

『
国民の休日

齢一

、

護護 愛犬の日:日本曹備犬協会 母の|旨

』

2勺国際親善デー

【問】特定非営利活動法人
びいめ～る企画室（Be-cafe）

栗東市駅前ウイングプラザ2F
TELO77-554-1774FAX､077-554-1792

【10:00～18:００.月曜、祝日、第３日峨休】

２ 2Ｓ
戸

Ｌ

2005年おうみＮＰＯ活動基金助成採択先

翁
人権擁護制度記念日

侵略による罪の芯い
幼児犠牲者の国際デー

ｉｒ

包

『
‐
４
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１
一
一

NPOｶﾚﾝダー ５月･６月

－

I名神大津ＩＣ

幸一

縮謂罰Ｅ

この印刷物は､環境に配慮した再生紙､大豆油ｲﾝｷを使用し､有害な廃液を排出しない水なし印刷唯採用しています。

南アフリカの闘う人民との
国際連帯デー

砂漠化および
干ばつと闘う世界デー

父の|旨
認知症や知的障害者をターゲットにした悪徳商法がは

びこる昨今。誰もが障害をもつ可能性を持って生きてい

る中、決して入ごとではありません。そんななかで地域

を足場に当事者の権利擁護にとりくむあさがおは心強い

存在ですね。

（編集ボランティア松田）
●O0C0e●00●0■●０凸●■Q●●･pp00B＆●0●●■●●■■■q■0■●■■●■｡●■●■｡■●●■●｡●｡■■Ｏ６０Ｑ早０６●●●●､｡

見せて頂いたネグロス島の写真には、慰盤碑、遺骨収

築の場面、のどかな祁子の林と美しい南の海が数多く写

されていて泣きそうになりました。セミナーハウスは慰

霊塔を正面にながめるような方向で建てられているそう

です。合掌。

（編集ボランティア幡）
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(財)淡海文化振興財団
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☆ネットワークセンター休館日
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◎無断転戦を固くお断りします。

淡海ネットワークセンターは､県内の市民活肋､NPOをサポート･ネットワークしています。

園〒5ａＯ－ＯＢＯ１大津市{こおの浜1-1-20

園ＴＥＬＯフフー巳昌４－Ｂ４４０国ＦＡＸＯフフーＳ２４－Ｂ４４昌

園http://www・biwa･nejp/~phmi岸net園E-mail:ohmi富net＠ｍx・biwa風nejp

ご利用日時●月曜日と祝日の翌日を除く毎日(１２/29～1/3を除く）
火～金曜日／ｇ:００～１９:ＯＯ土・日曜日｡祝日／9:ＯＯ～１７:ＯＯ

燕淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの情報交流誌｢おうみﾈｯﾄ.lは次のところに配布しています。

各地蛾振興局､県民情報室､県内図諜館､琵琶湖博物館､男女共同参画ｾﾝﾀー ､文化産業交流会館､陶芸の森、
草津まちづくりセンター､県社協ポﾗﾝﾃｨｱセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行､滋賀県信用組合．
郵便局〈ボﾗﾝﾃｨｱ貯金窓口)､公民館など

漁パｯｸﾅﾝパー はﾎー ﾑぺー ジでご覧いただけます。
燕脳新梢報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールｱドﾚｽまで。

11部封勤劉蓑
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